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リモートコマンダー

取扱説明書
お買い上げいただき、ありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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RMT-D100

警告

本機は、デジタルオーディオテープコーダーTCD-D100/
D8/D7専用のリモートコマンダーですが、TCD-D3に接続
してお使いになることもできます。この場合、操作内容が
限定されますので、TCD-D3に対応していない部分は、本
文中にその都度記載しています。

主な特長
• 本機をデジタルオーディオテープコーダー

TCD-D100/D8/D7に接続し、次の操作を行うことができ
ます。

– テープ操作のリモートコントロール
– スタートID、プログラム番号の編集 (アフレコ機能)
– キュー/レビュー、高速キュー/レビュー*を1つのボタン
で使い分けることができる2段階式FF/REWボタン

– 音量調節*、表示窓用照明のON/OFF*
• 暗いところでも動作が確認できるLEDインジケーター*
• 暗いところでも浮かび上がって見える蓄光性操作ボタン

* TCD-D3との接続では操作できません。

主な仕様
リモコン方式 ワイヤードサークス

消費電力 60 mW
最大外形寸法 約49.1 x 14.9 x 81.9 mm (幅/高さ/奥行き)
コード 約1m
質量 約30g
付属品 取扱説明書 (1)

ソニーご相談窓口のご案内（1）
保証書（1）

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありま

すが、ご了承ください。

使用上のご注意

取り扱いについて
• 落としたり、中に液体をこぽしたりしないよう、ていねい
に扱ってください。

• 直射日光の当たるところや暖房器具のそばなど温度の高い
ところや、湿気の多いところには置かないでください。

保証書とアフターサービス

保証書
• この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げ
の際お買い上げ店でお受け取りください。

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に
保存してください。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチエツクを
この説明書を、もう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合いの悪いときはサービスヘ
お買い上げ店、または添付の「ソ二一ご相談窓口のご案内」に
あるお近くのソニーサービス窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修
理させていただきます。



各部の名称と働き

1
スタ－ト アイディ－

START ID (アフレコ) ボタン

2
ボリュ－ム

VOL (音量調節)ボタン*

+: 上がる
–: 下がる

3 0/) (巻き戻し/早送り・キュー/レビュー)ボタン

4 p (停止)ボタン

5
ホ－ルド

HOLD (誤操作防止) スイッチ

矢印の方向にずらすと、何かのはずみでボタンが押され、

不必要な操作に切り換わってしまうことを防ぎます。

6 =/+ (AMS**) ボタン

7 r (録音)ボタン

8
ライト

LIGHT (表示窓用照明)ボタン*

TCD-D100/D8/D7の本体表示窓の照明をつけます。
9 P (一時停止) ボタン

0 ( (再生)ボタン

START ID ボタン、0/)ボタン以外のボタンは、

TCD-D100/D8/D7と同じ働きをします。
(TCD-D100/D8/D7のホールド機能が働いていても、本機で
操作することができます。)

* TCD-D3との接続では操作できません。
** Automatic Music Sensor の略です。

接続
TCD-D100/D8/D7のDIGITAL I/O・REMOTE ジャックに
接続します。

本機の電源は、TCD-D100/D8/D7より供給されます。

ご注意
本機をTCD-D100/D8/D7に接続している間は、TCD-D100/D8/D7よ
り微量の電流が流れ続けます。本機を長時間使用しないときは、はずし

ておいてください。

スタートID／プログラム番号の編集
（アフレコ機能）

スタートlDを記録するには
録音中に自動的に記録する
TCD-D100/D8/D7の表示窓に「AUTO-ID」*が表示されてい
るときと、表示されていないときでは、記録のしかたが異なり
ます。
「AUTO-ID」*表示は、本機のAUTOボタンで切り換えること
ができます。
記録方法についてくわしくは、TCD-D100、TCD-D8、
TCD-D7の取扱説明書をご覧ください。

録音中に手動で記録する
スタートlDを記録したいところでWRITEボタンを押します。

ご注意
TCD-D100/D8/D7の表示窓に「AUTO-ID」*表示が出ているときは、
消してください。

* TCD-D3の表示窓には「AUTO」が表示されます。

再生中に記録する

1 再生中、スタートIDを記録したい

ところでWRITEボタンを押す。

ボタンを押したところから3秒間分
を繰り返し再生します。

（リハーサル機能）

繰り返しの頭の位置がスタートlD
の位置です。

2 スタートlDの位置が希望の位置で

あれば、もう一度WRITEボタンを

押す。

             が一瞬表示され、スター
トIDが記録されます。（その間、音
は聞こえなくなります。）

スタートIDの位置が希望の位置で
ない場合は、次の操作でスタート

lDの位置をずらしてください。

1リハーサル機能中に、0または)ボタンを押す。

1回押すごとに、スタートlDの位置は0.3秒ずつずれます。

2希望の位置にずらしたあと、WRITEボタンを押す。

             が一瞬表示されます。

ご注意
スタートIDを書き込んでいる間は、■ボタン以外の操作ボタンは働き
ません。

スタートIDを消すには
1 テープを、消したいスタートIDの位置より先にセットす

る。

2 停止時または再生中に、ERASEボタンを押す。

TCD-D100/D8/D7の表示窓に             と            が点滅
し、スタートlDが消されます。

消去が終わると、再生が始まります。

ご注意
スタートlDを消すと、同じ位置に記録されているプログラム番号も消
えます。

プログラム番号を振り直すには（リナンバー
機能）
停止時または再生中に、RENUMBERボタンを押します。
TCD-D100/D8/D7の表示窓に            が点滅し、プログラム
番号を振り直します。

リナンバーが終わると、テープは自動的に頭まで巻き戻さ
れ、停止します。

ご注意
カセットの誤消去防止ツメの孔が開いていると、プログラム番号を振

り直すことはできません。

START  ID
AUTO ERASE RENUMBER WRITE

REC

S
5

0 0

7 7

1

2

3
4

6

8
7

9

!º

5

TCD-D100の表示窓

TCD-D100の表示窓

START ID

DIGITAL I/O・REMOTE
ジャックへ

RMT-D100 TCD-D100/D8/D7

機能

巻き戻し

早送り

レビュー（高速レビュー*）

キュ－（高速キュー*）

操作

停止時に0を強く押す

停止時に)を強く押す

再生中に0を軽く（強く）押す

再生中に)を軽く（強く）押す
TCD-D100の表示窓

START ID

START ID
ERASE

TCD-D100の表示窓

RENUMBER


